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［statement］
─

一見何もない、なんでもないことが「何も

ないことなんてない」と感じた時、自分の

立っていた世界が脆く、目の前が一気に

広がる気がしています。

例えば、ただの壁だと思っていたものに

ドアや窓が付いていたら、きっと私たちは

その壁の向こうを想像すると思います。

私の作品はそんなドアのような存在であ

りたい。

誰かがこうである、と決めたことに対して

私は作品を通して笑ってやりたいので

す。違う見方を提示したい、可能性を模

索したい、自分の立っている場所を少し

でも広げたいと思っています。

石場文子

［interview］
─
本稿は作品設置後の4月9日に会場でおこなった石場文
子へのインタビューをもとに、編集・構成したものです。

─作品について

特別なところに行かなくても、自分の今

いる場所や環境も、視点を変えることで、

楽しく、ポジティブに、面白さを感じて

いきたいというのが作品を作っていく

中でずっと芯にあります。

もともと版画をやっていて、その中で色

面とか平面といった「面」に対して考え

ることが多くて。単純な面が、奥行きの

あるものだとか見方によって薄っぺら

くも、厚くもあるように見えることにす

ごく惹かれています。

自分の見る目線・見方によって厚みが変

わるという面白さを、そのまま生活とか

に置き換えてみると、例えば壁だと思っ

ていたところが実は壁じゃなくて、奥ま

で行くことができるというようなこと

になるのかと。ジェームズ・タレルの作

品にもあるのですが、そうだと仮定した

らもっと面白いし、自分の普段の生活も、

少し視点を変えることで面白くなると

思っています。

今は写真をメインに制作していますが、

版画で印刷したものを、写真に撮ったり

もしています。写真は一方向からしか見

えないので、そのことを利用して、奥行

きのわからないような画面作りを心が

けています。

そういう段階を踏んで、2017年頃から

出てきたのが今の輪郭線のシリーズです。

一見すると普通の風景を撮った写真なん

ですけど、今までの色面と違って、「輪郭

線」という現実には存在はしないけれど、

普段私たちが何気なく使っていたり目に

したりしているものを使っています。

現実にはないけれど無意識に受け入れ

ているものを再提示させることで「あ

れ？輪郭線ってなんなんだろう？」とか、

写真を見た時に輪郭線が出てくることで

何か気持ちが悪いとか違和感があると

か、鑑賞者に一歩留まらせるような作品

にしたいと思って、輪郭線のシリーズに

取り組んでいます。

─今回の展覧会は輪郭線のシリーズを中
心に過去作と新作を展示していますが？

展覧会タイトルに「記号と静物」という

言葉が入っているのですが、昔から記号

のような、模様のようなものに惹かれて

いて。タイルの四角とか歩道の白線もス

トライプに見えるとか、自分が割と無意

識に選んだモチーフにも改めて見返す

と記号の要素がたくさんあったので。

輪郭線のシリーズは今まで、例えば友人

の家に行って、その場で見て、「あ、この

構図は絵になる」というところを切り出

してつくっていたんですけれど、後から

見返した時に静物画のように感じたん

です。そこで「静物」ということを意識的

に使ってみるとどうなるかなと思った

のと、今までの作品を見返した時に、記

号性と画面づくりということが気にな

ったので、展覧会タイトルに記号と静物

という言葉が入っています。

もうひとつ、タイトルには「zip」とある

んですが、今回の展示作品は過去作を中

心に、実験的なものも含んでいます。今

まで二次元や三次元の話しかしていな

かったんですけれど、二次元や三次元と

いう話ももう少し俯瞰で見たら、それ以

外のことも言えるかもと思ったんです。

なので、まだ名付けることはできないん

ですけれど、そこに広がっているものを、

この展覧会で圧縮のように、ひとつかた

ちにできないかなと思って、「zip」とつ

けています。

zipは「圧縮」という意味なんですが、他

にも意味があって、元気とかエネルギー

とか、かと思えばゼロとか無という意味

もあって、その言葉自体の色々な要素が

あることも面白いなと感じています。

─輪郭線シリーズの制作プロセスは？

制作方法としては、絵になるところがあ

ったら三脚とカメラを置いて画角を決

めてつくりはじめます。そこからは作品

によって若干変わるのですが、作品07_
《2と3、もしくはそれ以外（わたしと彼
女） -台所-》などは、友人の家で何日間
か生活して観察して、友人がよく触って

いるもの、言葉にするほどではないけれ

ど、おそらく他とは違うであろうものを

ピックアップしています。

「いいな」「これは作品になるかも」と思

ったら、ひたすら決めたモチーフに対し

て、カメラとモチーフを往復しながら、

カメラから見える「輪郭線」を輪郭に見

えるように塗っています。

─輪郭は何で塗っているんですか？

ポスターカラーです。色は、今しっくり

きているのは黒です。黒いものにも黒で

輪郭線を引いています。

今回実験的に白い輪郭線を使ったもの

もあります。

─2Fの展示構成について

過去作から新作までを組み合わせてい

ます。今回の展覧会のDMにもなった作

品02_《2と3のあいだ（トタンと植物）》
は去年制作したものです。この作品は誰

かが触ったものということではなくて、

「絵づくり」の要素として、「ここに置い

たら面白いのでは」と考えて写真を撮っ

ています。この作品はゆるやかな坂道に

ある塀みたいな場所に置いて撮影した

のですが、写真を見たら、トタンがスト

ライプに見え、再認識できた時にすごく

面白いなと思って、ここから展覧会のタ

イトルにも派生していきました。

02_《2と3のあいだ（ブラインドと檸
檬）》と05_《2と3のあいだ（コンクリー
トと一輪車）》も同じく記号に見えなく
もない場所とひとつのモチーフを撮影

したものです。

また、静物画のようなシリーズもあるの

ですが、2Fでは、作品を初めて見る方も

多いと思ったので「この黒い線は何だろ

う？」とひっかかりをつくりたいと思っ

て、過去作と新作を組みあわせて展示し

ています。

─2Fのモニターの作品01_《　のあいだ、
あるいはそれ（トタンと植物）》は？

今まで二次元や三次元と言ってきたこ

とに対して、自分の中でも違うのかもし

れないと思い始めた時に、あえて別の要

素を入れてみようと映像を撮ってみま

した。一見すると静止画にも見えますが、

モニターに映し出されているものはそ

れこそ写っている媒体によって見方が

変わります。

さらに時間軸というものを入れると、次

元がもうひとつ上がるのではないかと

思って実験的にやっているものです。写

真作品02_《2と3のあいだ（トタンと植
物）》は2019年に撮ったもので、今回は
同じ場所で映像を新しく撮り直してい

ます。

─3Fの展示構成について

静物のシリーズを展示しています。2F

では日常的な風景であったり、割と目に

しやすいものがあるのですが、3Fは私

が介入したということを明確に出そう

と思って絵づくりをした作品です。最初

に話していた平面性であったりとかを

意識して、いわば絵画に寄せています。

─バックの色は

好きな静物画を描く作家がいて、その人

がバックに赤や青、緑をベタ面で差し込

んでいるのが強烈だったので。

─背景となっている壁は実際にある壁？

カラーパネルを実際に置いています。制

作の時のルールとして、絶対嘘をつかな

いと決めていて、その場にあるものを撮

っています。

─ランチョンマットは？

よくある静物画は白のクロスを使って

いることが多いのですが、私が静物画を

するならこうだと思ってこのランチョ

ンマットを敷いています。端は輪郭をぬ

っています。

ここまでつくりこんでいくと、今度は輪

郭線がないことが気持ち悪く見えたり

するので、現実には絶対ないけれど、こ

の画面においては現実のものが違和感

があるというか、そういう気持ち悪さを

狙っています。バックの色も関係してい

るのかもしれませんが、オレンジはベタ

っぽく見えて、気持ち悪さがあったりし

ます。

─線の太さが違うのは？

2Fでは、もしかしたら気づかない人も

いるかもしれないので、上がってきた時

に気づいてもらえればと思って。3Fは

絵画的に、という意識を持っていて、線

の太さもわざと太くしたり荒くしたり

しています。

─3Fのモニターの作品01_《　のあいだ、
あるいはそれ（水さしと果物）》は？

割と長い動画ですが、室内なのでまず絶

対に動きません。

映し出されている映像はすごく長時間

かもしれないし、短時間かもしれないん

ですけど、鑑賞者はそれはわからない。

静止画と思われるかもしれません。鑑賞

者がどう捉えるか。

輪郭を塗っているものと塗っていない

ものは感覚で決めています。徐々に塗っ

て撮影して、また塗って撮影して、最終

的には全部塗って撮影したのですが、撮

ったものを見てここぐらいまでが面白

いなと自分の感覚を信じて選んだもの

です。

─壁も白ですね

そうですね、普通の壁です。一度白バッ

ク紙を入れて撮ったんですけど、少しき

まりすぎて違和感があったので壁をバ

ックに撮りました。

─4Fの展示構成について

2Fや3Fでは狙いとして、「これはなんだ

ろう」と立ち止まらせたいというのがあ

ります。「なんだろう？」と思っている時

は、自分の中に今までなかった考え方を

受け入れる時間なのかなと思っていて、

2F・3Fで「これはなんだろう」「あ、描い

ているのか」「ここのオレンジが気持ち

悪いな」といった経験をしてもらい、そ

こから4Fに上がると、また日常的な風

景をとった作品がある構成にしました。

そこで「ここはこういう線が描かれてい

るのか」と思うのと同時に、窓から見え

る実際の風景なども見える。そうして

「自分の日常の風景に置き換えてみたら

どうだろう」と考えてもらえたらと思っ

ています。

例えば、プラスチックの黒いハンガーの

線も輪郭線にみえるかもしれないとい

ったような。作品を見て、次のステップ

にいってもらいたいと思って構成した

のが4Fです。

ほとんど過去作ですが、意識的に、輪郭

をひいているものにばらつきがある作

品を展示しています。

例えば、コードの線やよく使っているも

のなど、よく触っているものではあるん

ですけれど、見える効果が違うというも

のを展示しています。

─ 12_2と3、もしくはそれ以外（わたしと
彼女） -服-

これはジャケットの輪郭線しか塗って

いないんですけど、つくっていく中で、

他にも輪郭を塗っているみたいなとこ

ろがあるという気づきが多かった作品

です。鑑賞する人にも「これも輪郭に見

えるかも？」といったことを考えてもら

えたらと思ってます。

─13_2と3、もしくはそれ以外（祖母の家）

祖母の家の食器棚です。VOCA展にまと

めて出したシリーズで、不在の祖母の家

をテーマに制作したものです。

昔は家族で住んでいたからたくさん食

器はあるけれど祖母ひとりになると使

っているのはごく一部。物から人の生活

を考えながらつくった作品です。先にお

話しした、友人の家で作品をつくる、と

いった方法のとっかかりとなった作品

です。

─15_2と3、もしくはそれ以外（祖母の家）

これも祖母の家の洗面台です。触ってい

るところが多いので輪郭線がたくさん

あります。

食器棚を見た時は今ひとりで暮らして

いる年をとった祖母の姿を想像したの

ですが、この洗面台で想像する祖母は食

器棚の時よりも少し若くて、もう少し元

気で、化粧したり洗濯していたりする姿

を想像しました。そういった私がイメー

ジする祖母が洗面台でよく触ってたも

のにひいています。ですので食器棚の作

品に比べて輪郭線がひかれているアイ

テムの違いがあります。

それと鏡の要素も気になっていて、新し

くレイヤーを重ねるというか、実際にあ

る別の空間が同一平面上に現れるとい

うことが、別次元に繋がるようで面白い

と思っています。

─16_2と3、もしくはそれ以外 -コアラ-

妹からもらったぬいぐるみです。

窓から見える電線なども黒いラインに

見えるのではと考えてみたら、この作品

の下の方の黒い部分も輪郭のように浮

きだってくるのでは、と思っています。

─ 17_2と3、もしくはそれ以外（わたしと
彼女） -充電-

これも友人の家です。

4Fの作品の多くは、それぞれ祖母の家、

友人の家、ということはわからないと思

うので、ひとつの空間と思う人もいれば、

色々な人の生活空間と思う人もいると

思います。私の家だと思う人もいるでし

ょうし。そういう想像をしてもらえたら

と思います。

─4Fのモニターの作品14_《　のあいだ、
あるいはそれ（キッチン）》は？

4Fにあるような日常的な空間の作品の

映像バージョンですが、静物も入れてい

ます。どこにでもある物でも、絵にする

と神々しく、浮いている存在になったり

すると感じていて、そうして存在感を上

げたり下げたりするのが面白いなと思

っています。ですので、意識的に同じモ

チーフを使ったりしています。

あと、写真だと一瞬や一時的ですが、映

像にすることで時間的などうしようも

ない厚みが出てくると思っています。

─二次元・三次元以外のものというところ
について

媒体かもしれないとも思います。

以前に、白いものを写真で撮ると、白い

ものをメインでとったのに紙の白と同

じなので白インクが載らず、まわりの風

景だけ印刷されたという経験があって、

写真に置き換えた時にあったものがな

かったことにして扱われるのが面白い

と思いました。なので、一時期白いもの

をどう扱おうかと考えていた時がある

のですが、その面白さは紙の写真だから

面白いのであって。

輪郭線については、立体物に輪郭をひい

ているから面白いと思うのですが、写真

で出すと気づかない人は気づかない。け

れど映像にすることで、私自身もまだは

っきりと分からないんですが、静止画の

ような映像であっても、映像になるだけ

で途端に立体として認識してしまうみ

たいなことがあると考えています。

今まで二次元三次元と言ってきたこと

は、二次元であるということが前提で成

り立っていたけれど、いざ映像になった

ら二次元であるという前提は狭い世界

の話になってしまうと思っています。新

しい要素を入れると、もしかすると二次

元三次元ということに違和感を覚えて

いたことが払拭されるかもという期待

もこめてできた作品です。
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一見すると普通の風景を撮った写真なん

ですけど、今までの色面と違って、「輪郭

線」という現実には存在はしないけれど、

普段私たちが何気なく使っていたり目に

したりしているものを使っています。

現実にはないけれど無意識に受け入れ

ているものを再提示させることで「あ

れ？輪郭線ってなんなんだろう？」とか、

写真を見た時に輪郭線が出てくることで

何か気持ちが悪いとか違和感があると

か、鑑賞者に一歩留まらせるような作品

にしたいと思って、輪郭線のシリーズに

取り組んでいます。

─今回の展覧会は輪郭線のシリーズを中
心に過去作と新作を展示していますが？

展覧会タイトルに「記号と静物」という

言葉が入っているのですが、昔から記号

のような、模様のようなものに惹かれて

いて。タイルの四角とか歩道の白線もス

トライプに見えるとか、自分が割と無意

識に選んだモチーフにも改めて見返す

と記号の要素がたくさんあったので。

輪郭線のシリーズは今まで、例えば友人

の家に行って、その場で見て、「あ、この

構図は絵になる」というところを切り出

してつくっていたんですけれど、後から

見返した時に静物画のように感じたん

です。そこで「静物」ということを意識的

に使ってみるとどうなるかなと思った

のと、今までの作品を見返した時に、記

号性と画面づくりということが気にな

ったので、展覧会タイトルに記号と静物

という言葉が入っています。

もうひとつ、タイトルには「zip」とある

んですが、今回の展示作品は過去作を中

心に、実験的なものも含んでいます。今

まで二次元や三次元の話しかしていな

かったんですけれど、二次元や三次元と

いう話ももう少し俯瞰で見たら、それ以

外のことも言えるかもと思ったんです。

なので、まだ名付けることはできないん

ですけれど、そこに広がっているものを、

この展覧会で圧縮のように、ひとつかた

ちにできないかなと思って、「zip」とつ

けています。

zipは「圧縮」という意味なんですが、他

にも意味があって、元気とかエネルギー

とか、かと思えばゼロとか無という意味

もあって、その言葉自体の色々な要素が

あることも面白いなと感じています。

─輪郭線シリーズの制作プロセスは？

制作方法としては、絵になるところがあ

ったら三脚とカメラを置いて画角を決

めてつくりはじめます。そこからは作品

によって若干変わるのですが、作品07_
《2と3、もしくはそれ以外（わたしと彼
女） -台所-》などは、友人の家で何日間
か生活して観察して、友人がよく触って

いるもの、言葉にするほどではないけれ

ど、おそらく他とは違うであろうものを

ピックアップしています。

「いいな」「これは作品になるかも」と思

ったら、ひたすら決めたモチーフに対し

て、カメラとモチーフを往復しながら、

カメラから見える「輪郭線」を輪郭に見

えるように塗っています。

─輪郭は何で塗っているんですか？

ポスターカラーです。色は、今しっくり

きているのは黒です。黒いものにも黒で

輪郭線を引いています。

今回実験的に白い輪郭線を使ったもの

もあります。

─2Fの展示構成について

過去作から新作までを組み合わせてい

ます。今回の展覧会のDMにもなった作

品02_《2と3のあいだ（トタンと植物）》
は去年制作したものです。この作品は誰

かが触ったものということではなくて、

「絵づくり」の要素として、「ここに置い

たら面白いのでは」と考えて写真を撮っ

ています。この作品はゆるやかな坂道に

ある塀みたいな場所に置いて撮影した

のですが、写真を見たら、トタンがスト

ライプに見え、再認識できた時にすごく

面白いなと思って、ここから展覧会のタ

イトルにも派生していきました。

02_《2と3のあいだ（ブラインドと檸
檬）》と05_《2と3のあいだ（コンクリー
トと一輪車）》も同じく記号に見えなく
もない場所とひとつのモチーフを撮影

したものです。

また、静物画のようなシリーズもあるの

ですが、2Fでは、作品を初めて見る方も

多いと思ったので「この黒い線は何だろ

う？」とひっかかりをつくりたいと思っ

て、過去作と新作を組みあわせて展示し

ています。

─2Fのモニターの作品01_《　のあいだ、
あるいはそれ（トタンと植物）》は？

今まで二次元や三次元と言ってきたこ

とに対して、自分の中でも違うのかもし

れないと思い始めた時に、あえて別の要

素を入れてみようと映像を撮ってみま

した。一見すると静止画にも見えますが、

モニターに映し出されているものはそ

れこそ写っている媒体によって見方が

変わります。

さらに時間軸というものを入れると、次

元がもうひとつ上がるのではないかと

思って実験的にやっているものです。写

真作品02_《2と3のあいだ（トタンと植
物）》は2019年に撮ったもので、今回は
同じ場所で映像を新しく撮り直してい

ます。

─3Fの展示構成について

静物のシリーズを展示しています。2F

では日常的な風景であったり、割と目に

しやすいものがあるのですが、3Fは私

が介入したということを明確に出そう

と思って絵づくりをした作品です。最初

に話していた平面性であったりとかを

意識して、いわば絵画に寄せています。

─バックの色は

好きな静物画を描く作家がいて、その人

がバックに赤や青、緑をベタ面で差し込

んでいるのが強烈だったので。

─背景となっている壁は実際にある壁？

カラーパネルを実際に置いています。制

作の時のルールとして、絶対嘘をつかな

いと決めていて、その場にあるものを撮

っています。

─ランチョンマットは？

よくある静物画は白のクロスを使って

いることが多いのですが、私が静物画を

するならこうだと思ってこのランチョ

ンマットを敷いています。端は輪郭をぬ

っています。

ここまでつくりこんでいくと、今度は輪

郭線がないことが気持ち悪く見えたり

するので、現実には絶対ないけれど、こ

の画面においては現実のものが違和感

があるというか、そういう気持ち悪さを

狙っています。バックの色も関係してい

るのかもしれませんが、オレンジはベタ

っぽく見えて、気持ち悪さがあったりし

ます。

─線の太さが違うのは？

2Fでは、もしかしたら気づかない人も

いるかもしれないので、上がってきた時

に気づいてもらえればと思って。3Fは

絵画的に、という意識を持っていて、線

の太さもわざと太くしたり荒くしたり

しています。

─3Fのモニターの作品01_《　のあいだ、
あるいはそれ（水さしと果物）》は？

割と長い動画ですが、室内なのでまず絶

対に動きません。

映し出されている映像はすごく長時間

かもしれないし、短時間かもしれないん

ですけど、鑑賞者はそれはわからない。

静止画と思われるかもしれません。鑑賞

者がどう捉えるか。

輪郭を塗っているものと塗っていない

ものは感覚で決めています。徐々に塗っ

て撮影して、また塗って撮影して、最終

的には全部塗って撮影したのですが、撮

ったものを見てここぐらいまでが面白

いなと自分の感覚を信じて選んだもの

です。

─壁も白ですね

そうですね、普通の壁です。一度白バッ

ク紙を入れて撮ったんですけど、少しき

まりすぎて違和感があったので壁をバ

ックに撮りました。

─4Fの展示構成について

2Fや3Fでは狙いとして、「これはなんだ

ろう」と立ち止まらせたいというのがあ

ります。「なんだろう？」と思っている時

は、自分の中に今までなかった考え方を

受け入れる時間なのかなと思っていて、

2F・3Fで「これはなんだろう」「あ、描い

ているのか」「ここのオレンジが気持ち

悪いな」といった経験をしてもらい、そ

こから4Fに上がると、また日常的な風

景をとった作品がある構成にしました。

そこで「ここはこういう線が描かれてい

るのか」と思うのと同時に、窓から見え

る実際の風景なども見える。そうして

「自分の日常の風景に置き換えてみたら

どうだろう」と考えてもらえたらと思っ

ています。

例えば、プラスチックの黒いハンガーの

線も輪郭線にみえるかもしれないとい

ったような。作品を見て、次のステップ

にいってもらいたいと思って構成した

のが4Fです。

ほとんど過去作ですが、意識的に、輪郭

をひいているものにばらつきがある作

品を展示しています。

例えば、コードの線やよく使っているも

のなど、よく触っているものではあるん

ですけれど、見える効果が違うというも

のを展示しています。

─ 12_2と3、もしくはそれ以外（わたしと
彼女） -服-

これはジャケットの輪郭線しか塗って

いないんですけど、つくっていく中で、

他にも輪郭を塗っているみたいなとこ

ろがあるという気づきが多かった作品

です。鑑賞する人にも「これも輪郭に見

えるかも？」といったことを考えてもら

えたらと思ってます。

─13_2と3、もしくはそれ以外（祖母の家）

祖母の家の食器棚です。VOCA展にまと

めて出したシリーズで、不在の祖母の家

をテーマに制作したものです。

昔は家族で住んでいたからたくさん食

器はあるけれど祖母ひとりになると使

っているのはごく一部。物から人の生活

を考えながらつくった作品です。先にお

話しした、友人の家で作品をつくる、と

いった方法のとっかかりとなった作品

です。

─15_2と3、もしくはそれ以外（祖母の家）

これも祖母の家の洗面台です。触ってい

るところが多いので輪郭線がたくさん

あります。

食器棚を見た時は今ひとりで暮らして

いる年をとった祖母の姿を想像したの

ですが、この洗面台で想像する祖母は食

器棚の時よりも少し若くて、もう少し元

気で、化粧したり洗濯していたりする姿

を想像しました。そういった私がイメー

ジする祖母が洗面台でよく触ってたも

のにひいています。ですので食器棚の作

品に比べて輪郭線がひかれているアイ

テムの違いがあります。

それと鏡の要素も気になっていて、新し

くレイヤーを重ねるというか、実際にあ

る別の空間が同一平面上に現れるとい

うことが、別次元に繋がるようで面白い

と思っています。

─16_2と3、もしくはそれ以外 -コアラ-

妹からもらったぬいぐるみです。

窓から見える電線なども黒いラインに

見えるのではと考えてみたら、この作品

の下の方の黒い部分も輪郭のように浮

きだってくるのでは、と思っています。

─ 17_2と3、もしくはそれ以外（わたしと
彼女） -充電-

これも友人の家です。

4Fの作品の多くは、それぞれ祖母の家、

友人の家、ということはわからないと思

うので、ひとつの空間と思う人もいれば、

色々な人の生活空間と思う人もいると

思います。私の家だと思う人もいるでし

ょうし。そういう想像をしてもらえたら

と思います。

─4Fのモニターの作品14_《　のあいだ、
あるいはそれ（キッチン）》は？

4Fにあるような日常的な空間の作品の

映像バージョンですが、静物も入れてい

ます。どこにでもある物でも、絵にする

と神々しく、浮いている存在になったり

すると感じていて、そうして存在感を上

げたり下げたりするのが面白いなと思

っています。ですので、意識的に同じモ

チーフを使ったりしています。

あと、写真だと一瞬や一時的ですが、映

像にすることで時間的などうしようも

ない厚みが出てくると思っています。

─二次元・三次元以外のものというところ
について

媒体かもしれないとも思います。

以前に、白いものを写真で撮ると、白い

ものをメインでとったのに紙の白と同

じなので白インクが載らず、まわりの風

景だけ印刷されたという経験があって、

写真に置き換えた時にあったものがな

かったことにして扱われるのが面白い

と思いました。なので、一時期白いもの

をどう扱おうかと考えていた時がある

のですが、その面白さは紙の写真だから

面白いのであって。

輪郭線については、立体物に輪郭をひい

ているから面白いと思うのですが、写真

で出すと気づかない人は気づかない。け

れど映像にすることで、私自身もまだは

っきりと分からないんですが、静止画の

ような映像であっても、映像になるだけ

で途端に立体として認識してしまうみ

たいなことがあると考えています。

今まで二次元三次元と言ってきたこと

は、二次元であるということが前提で成

り立っていたけれど、いざ映像になった

ら二次元であるという前提は狭い世界

の話になってしまうと思っています。新

しい要素を入れると、もしかすると二次

元三次元ということに違和感を覚えて

いたことが払拭されるかもという期待

もこめてできた作品です。

白い輪郭線の作品

タイルのグリッドの白と同化すると面白いと思って、白い輪郭線をひいています。黒も鏡も入っていて、色々な要素をひとつの画面に入れています。


